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2020年3月13日

2020年2月18日 原油価格は新型肺炎の影響で下落（2020年2月）
2020年2月12日 米国株式市場～低金利と好業績を背景に最高値を更新

リスク回避の動きでクレジット市場や新興国市場も軟調
ベアマーケット入りした株式市場

【主要金融市場の動向】
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主要株価指数の騰落率 直近値 前日比 1週間前比 1カ月前比

日経平均株価（円） 18,559.6 ▲4.4% ▲13.0% ▲22.2%

MSCI中国（香港ドル） 77.1 ▲4.5% ▲10.3% ▲11.6%

ダウ工業株30種平均指数（米ドル） 21,200.6 ▲10.0% ▲18.8% ▲28.3%

36,636.7 ▲5.3% ▲13.5% ▲19.2%

72,582.5 ▲14.8% ▲29.0% ▲37.8%

ストックス600指数（ユーロ） 294.9 ▲11.5% ▲22.5% ▲31.6%

主要長期債利回りの変化幅（％ポイント） 直近値 前日比 1週間前比 1カ月前比

日本国債 10年 ▲0.065 0.005 0.055 ▲0.025

豪州国債 10年 0.769 0.091 ▲0.011 ▲0.293

米国債 10年 0.804 ▲0.065 ▲0.108 ▲0.829

ドイツ国債 10年 ▲0.741 0.001 ▲0.055 ▲0.363

イタリア国債 10年 1.760 0.584 0.692 0.846

債券、リートのトータル・リターン変化率 直近値 前日比 1週間前比 1カ月前比

先進国国債（米ドル） 1,030.43 ▲1.7% ▲0.9% 2.9%

新興国国債　(米ドル） 813.42 ▲4.4% ▲10.2% ▲9.6%

米国投資適格債券（米ドル） 198.50 ▲2.2% ▲5.5% ▲3.1%

米国ハイ・イールド債券（米ドル） 1,991.46 ▲3.0% ▲8.3% ▲9.7%

グローバルREIT（米ドル） 506.32 ▲10.1% ▲19.8% ▲24.4%

日本REIT（円） 1,783.50 ▲6.5% ▲15.4% ▲19.8%

米国REIT（米ドル） 1,142.03 ▲10.4% ▲21.1% ▲26.1%

香港REIT（香港ドル） 868.35 ▲2.1% ▲1.0% ▲5.7%

シンガポールREIT（SGドル） 671.46 ▲5.6% ▲10.8% ▲10.7%

豪州リート（豪ドル） 1,375.60 ▲7.0% ▲15.0% ▲18.9%

主要通貨の変化率 直近値 前日比 1週間前比 1カ月前比

円/米ドル（プラスは円安） 104.640 0.1% ▲1.4% ▲5.0%

米ドル/ユーロ（プラスはユーロ高） 1.119 ▲0.8% ▲0.5% 2.9%

円/ユーロ（プラスは円安） 117.040 ▲0.6% ▲1.9% ▲2.2%

米ドル/豪ドル（プラスは豪ドル高） 0.624 ▲3.8% ▲5.7% ▲7.4%

メキシコペソ/米ドル（プラスは米ドル高） 21.940 2.6% 10.6% 17.8%

ブラジルレアル/米ドル（プラスは米ドル高） 4.796 ▲0.4% 3.9% 10.2%

中国元/米ドル（プラスは米ドル高） 7.029 1.0% 1.3% 0.8%

VIX、主要商品の変化率 直近値 前日比 1週間前比 1カ月前比

ボラティリティ・インデックス（VIX） 75.47 40.0% 90.5% 449.3%

原油（WTI）（米ドル） 31.50 ▲4.5% ▲31.4% ▲38.7%

金（米ドル） 1,590.30 ▲3.2% ▲4.7% 1.2%

鉄鉱石（米ドル） 89.22 0.1% ▲1.4% 4.3%

S&P/BMV IPC指数（メキシコペソ）

ボベスパ指数（ブラジルレアル）

 新型コロナウイルスの欧米での

感染拡大や原油価格の急落

をきっかけとする金融市場の

動揺は依然続いています。昨

日は、リスク回避の動きが一

層強まり、欧州の主要株価

指数が10％以上下落し、米

国株価指数も同様の下落と

なりました。高値からの下落率

が2割を超え、株式市場はい

わゆるベアマーケット（弱気相

場）入りしました。

 昨日は、トランプ大統領が欧

州からの入国禁止措置を発

表しましたが、経済活動の停

滞懸念が強まったこと、事前

協議なしの判断であり国際協

調に逆行する動きだったこと、

等が嫌気されました。

 一方、欧州では欧州中央銀

行（ECB）が、量的緩和の

拡大と銀行への低利での資

金供給を増加することを決め

ました。新型コロナウイルスの

感染が拡大する中、銀行や

企業が資金不足に陥らないよ

うにする施策は妥当だと考え

られますが、利下げ（マイナス

金利の深堀り）が見送られた

点が失望されました。また、市

場全体にリスク回避の動きが

強まる中、新興国の資産や

通貨も下落が目立っています。

大幅下落が続く株式市場
クレジット市場も軟調

（注）直近値は2020年3月12日現在。
（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/usa/news200212us.html
https://www.smam-jp.com/market/report/marketreport/global/news200218gl.html


■当資料は、情報提供を目的として、三井住友DSアセットマネジメントが作成したものです。特定の投資信託、生命保険、株式、債券等の売買を推奨･勧
誘するものではありません。■当資料に基づいて取られた投資行動の結果については、当社は責任を負いません。■当資料の内容は作成基準日現在のもの
であり、将来予告なく変更されることがあります。■当資料に市場環境等についてのデータ・分析等が含まれる場合、それらは過去の実績及び将来の予想であ
り、今後の市場環境等を保証するものではありません。■当資料は当社が信頼性が高いと判断した情報等に基づき作成しておりますが、その正確性・完全性
を保証するものではありません。■当資料にインデックス･統計資料等が記載される場合、それらの知的所有権その他の一切の権利は、その発行者および許
諾者に帰属します。■当資料に掲載されている写真がある場合、写真はイメージであり、本文とは関係ない場合があります。

0

5

10

15

20

25

00 02 04 06 08 10 12 14 16 18 20

ハイ・イールド社債（エネルギーセクター）

ハイ・イールド社債

投資適格社債

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

1/20 1/27 2/3 2/10 2/17 2/24 3/2 3/9

中国以外

中国

（注）データは2020年1月20日～2020年3月12日。

（出所）WHOのデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成

 市場参加者の関心は、米欧での新型コロナウイル

スの新規感染がどういったペースで拡大し、いつ頃

ピークアウトするかにあります。現時点では米欧での

新規感染にピークアウトの兆候は見られませんが、

中国では新規感染者数が大きく減少している他、

韓国でも減少し始めています。

 引き続き、新型コロナウイルスの感染拡大の状況、

治療薬の治験結果、中国の移動制限緩和と生

産回復状況、主要国の財政政策、米国の雇用と

消費者心理が堅調を維持できるか、中国の全人

代日程と成長目標、等への注目が欠かせません。

2020年3月11日 米経済対策とFRBの金融政策に関する考察
2020年3月10日 足元の金融市場の状況と今後の見通し

新型肺炎の拡大ペースと経済への影響を見極めるタイミング

感染拡大の収束を待つ展
開が続こう

新型肺炎の拡大懸念で急落した株式市場
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 リスク回避の動きの中で、主要国の国債市場は堅

調に展開していますが、債券でも投資適格社債や

ハイ・イールド社債は軟調な展開となっています。こ

れは経済活動の停滞によって企業収益が悪化す

るとの見方が強まっていることを反映しています。ま

た、原油価格の急落により関連企業の収益が悪

化するリスクについても嫌気されています。

 こうした中、各国政府・中央銀行は緊急対策を相

次いで打ち出しています。財政面の対策は中小企

業向けの低利融資や、経済活動の停滞による経

済的損失への補償が中心です。金融政策は利下

げや銀行への低利融資等、こちらも感染拡大が経

済に与える影響を抑えることが主眼になっています。

 ただ、現時点では新型コロナウイルスの感染拡大を

抑えるには経済活動の停滞を伴ってしまうため、こ

れらの対策が景気の落ち込みを防ぐことができるか

市場は確信が持てない状況と考えられます。

金融市場が織り込んでいること
一時的な景気減速と積極的な金融緩和

【新規感染者数の推移】

（注）データは2000年1月3日～2020年3月12日。 は景気後退局面。

（出所）Bloomberg L.P.のデータを基に三井住友DSアセットマネジメント作成
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【米国10年国債利回りと社債利回りの格差】

https://www.smam-jp.com/market/report/focus/global/focus200310gl.html
https://www.smam-jp.com/market/ichikawa/irepo200311.html

